
【感染症発生動向調査事業から】 
  
     

  

 

 
  

   

 

 

  

                                                                 

   

  

   

  
   

     

      
    

0

2

4

6

8

10

12

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

人
（
定
点
当
た
り
）

週

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎発生状況

令和5年
令和6年
令和7年

0

2

4

6

8

10

12

14

16

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

感染性胃腸炎発生状況

令和5年
令和6年
令和7年

人
（
定
点
当
た
り
）

週

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

インフルエンザ発生状況

令和5年
令和6年
令和7年

人
（
定
点
当
た
り
）

週

0

5

10

15

令和7年第44週

（10月27日～11月2日）

令和7年第45週

（11月3日～9日）

令和7年第46週

（11月10日～16日）

令和7年第47週

（11月17日～23日）

報
告
数
（
人
）

0-4歳 5-9歳 10-14歳 15-19歳 20歳代 30歳代

40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

定
点
当
た
り
報
告
数
（
人
）

週

令和3年
令和4年
令和5年
令和6年
令和7年

川崎市におけるインフルエンザの定点当たり報告数は、令和７年第４７週
（１１月１７日～２３日）に５７．７３人となり、前週（５５．９３人）から
更に増加しています。基幹定点からのインフルエンザによる入院患者の報告数
も、１１月以降１５歳未満の小児を中心に報告がみられており、第４７週は定
点当たり６．００人となりました。 

また、今シーズンに病原体サーベイランスの一環で健康安全研究所に搬入さ

れた検体のうち、計５２検体からインフルエンザウイルスが検出されていま

す。このうち５１件からはＡ香港型が検出され、１件はＡ香港型とＢ型の両方

が検出されていました。 
インフルエンザは高熱や咳等の症状が続くだけでなく、脳炎等を合併するこ

ともあります。症状の変化には十分注意し、けいれんや意識障害等の症状がみ
られる場合は、早めに医療機関を受診 
しましょう。 

今、何の病気が流行しているか！  

第４７週報告数第１位 入院患者の報告もみられています！～インフルエンザ～ 

令和７年１１月１７日（月）～令和７年１１月２３日（日）〔令和７年第４７週〕の感染症発生状況 

第４７週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）インフルエンザ ２）感染性胃腸炎 ３）Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。 

インフルエンザの定点当たり患者報告数は５７．７３人と前週（５５．９３人）から横ばいで、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は２．８６人と前週（３．５７人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は２．０３人と前週（２．８４人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

第４７週報告数第３位 

第４７週報告数第２位 
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川崎市におけるインフルエンザ発生状況（５年間） 

 

川崎市におけるインフルエンザによる入院患者の
年齢階級別報告数及び１５歳未満児の割合 

－令和７年第４４週～第４７週－ 
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流行発生警報基準値 


